
ロ シ ア連邦マ ガダン州における先住民族言語の 現状

小野 智香子

ロ シア連邦 マガダン州はユ ー

ラシア大陸の 北東部に位置してい て , 北は北極海､ 東は太平洋と

ベ ー リ ング海, 南はオ ホ ー

ツク海 と接する約 1 2 0 万平方キ ロ メ - トル の地域である . 筆者 は

1 9 9 6 年 9 月 - 1 99 7 年 7 月 にマ ガダン州の州都であるマ ガダン市に滞在し, この 地域の先住少

数民族の言語 の現状につ い て調査した ｡

マ ガダン州にお ける先住民族の 人 口は次の とお りである( 1 9 8 9)
1

0

民族名 マ ガダン州 チ ュ クチ自治管区

全人口 5 5 8
,
9 6 3 1 6 4

,
7 83

全北方民族 2 2
,
8 0 2 17 ,4 3 3

チ エ クチ 1 3
,
7 8 8 13 ,0 7 5

エ ヴェ ン 4 ,0 7 0 ‾1 ,4 7 9

エ ス キモ ー 1 5 8 9 _ 1 5 0 1

コ リヤ ー

ク 1
,
1 7 2 9 7

イテリメ ン 5 2 1
_

1 0

チ エ ヴ ァ ン 1
,
0 5 9 1 ,O 14

マ ガダン州における人口の大部分はロ シア人 (7 2 .5 % ) であるが､ 次いで多V ) の がウクライナ人

(1 5 A %) ､ 第3 位にチ エ クチ人 (2 .3 % ) , 第 4 位がベ ラル ー シ人 (1 .9 %) ､ そ の後エ ヴ ェ ン

人 (0 . 7 %) , タタ
ー

ル 人 ( 1 . 4 %) ､ モ ル ドヴァ 人 (0 . 4 %) ､ エスキモ ー 人 (0 .3 %) ､
コ リヤ

ー ク人 (0 . 2 %) - ･ と続く
2
o

マ ガダン市内直垂凱 ) て い ると, チ エ クチやエヴェ ンの 人をよく見か ける ことがある o 彼らは市

場で魚を売っ てい たり､ 店で異い物をして いた り､
■
図書館で勉強して いた りする ｡ 大学の学生や

先生や職員もい る ｡ 北方先住民族の中では , やはりチ エ クチ とエ ヴ ェ ンが ここでは多数派である

こ とがうかがえる o

それを反映して ､ マ ガダン国際教育大学セはロ シ ア語 ･ ロ シア文学部でチ ュ クチ帯 とエ ヴ ェ ン

帯の 授業が行われて い るo 1 9 9 6/ 9 7 年度はい ずれの授業もアナデイル ( チ ェ ダチ自治管区の中

心地) 教育専門学校を卒業した学生が 4 年生 ･ 5 年生として参加 して いた ｡ 希望者が いれ ば1 年

1
◎ ･ H ･ B p y 6 m e B C E d ･ 伽 6 H eA u P a 3 B n 叩 F
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生か ら授業の プロ グラム を組む予定 であるが ､
1 9 9 6 / 9 7 年度には希望者が いなか っ た ため開設

され て い ない o 私が訪問した ときはチ エ クチ語の 授業に 2 人の ロ シ ア人 の 学生､ エヴ ェ ン語 の授

業には 5 - 6 人ほ どの学生が参加 して い て (教師も学生もすべ て女性で あっ た) , そ の うち の 一

人 はアナディル教育専門学校を卒業したエ ヴェ ンの 学生であっ た o 彼女は マ ガダンの 大学を卒業

したらチ ェ コ トカに帰 っ てエ ヴ ェ ン語の教師になるの だと言っ てい たo チ エ クチ帯の授業は小学

校 3 年生用の チ エ クチ語Oj 教科書 ( すべ て チ ュ クチ語七書か れている‾) を使用した, きわめ七( 敬

育の ために) 実用的な内容で あっ た ｡ チ ュ クチ語にもエ ヴ ェ ン驚に もそれぞれ別に ｢教育方法論+

の授業が開設されて n た o

だから とい っ て ､ 決 して楽観で きる状況で はな い ｡ 北方先住民族多数派であるチ ュ クチ語や エ

ヴェ ン帯の話者も確実に減っ て きて い る o 1 95 9 年自分の民族語を話せる と宣言したチ エ クチ は,

マ ガダン州で 9 4 .3 % であ っ たが ､ 1 9 7 0 年には 8 2 .6 % ､ 1 9 7 9 年には 7 8 . 3 % に減 っ て い る
3

｡ ま

た､ 1 9 8 9 年には ロシア 連邦内のチ エ クチ 1 5 ,1 0 7 人の うち､ チ ュ クチ語を母語 と答えたの は

1 0 ,6 3 6 人 ( 7 0 . 4 % ) ､ 第 2 言語 と してチ ュ クチ静を話せる と答えたの は 5 2 9 人 (3 . 5 % ) であ

らた4 o ェ ヴ ェ ン簿や エ ス キモ ー

の話者はチ エ グチ譜よ りも減 り方がはや い とい うo そ して彼 ら

甲ロ シア語 の習得は増える
一

方である o 1 9 7 0 年から 1 9 7 9 年の間にロ シア語を話せるチ ュ クチ

は

'

5 8 ･ 7 % から 6 1 ･ 3 % ､ エ ヴ ェ ンは 4 6 . 4 % から 5
.
2 %

､
エ スキモ ー は 5 0 . 5 % から 5声.7 % と確実に増

加 してい る ｡ そ して 1 9 7 9 年､ l l ,9 4 7 人 の チ
てi クチ の うち ,

2 ,4 8 6 人が ロ シ ア蕎 を母語と数え

てい る
5

｡

もうひ とつ 状況 を複雑に して いるの は ､ 民族の アイデ ンティ ティ ー の 問題で ある ｡ ロ シアでは

早旗名の登録は自己申告制であり､ 先住少数民族に対する優遇措置 もある程度とられて u るため ,

自分の親の どちらか , あるい は祖父や祖母 に先住民族の血 が流れてい れば､ そ の民族名 を名乗る

人が多くなっ てい き七い る｡ 統計的に見 て北方琴住民族の人 口が全体的に
.
増えて いろの はその た

め であろう. 私が会っ た人 のなか には ､ 自分の 父親にイテリメ ンの 血が 4 分の 1 入 っ てむ) る とい

うこ とで パス ボ - トはイテリメンにな っ てい るという女性が い たが､ 彼女はイテリメ ンの文化を

知 らず､ 言葉を蕎せない と言っ て いた ｡ また ､ 父親がロ シ ア人で母親が エ ヴェ ンの女性はエ ヴ ェ

ン と名乗っ て いた し､ 父親がウクライナ人で母親がコ リヤ ー クの女性も自分はコ リヤ
ー クだと言

つ て いた o エ ヴ ェ ン とコ リヤ ー クが主 に居住する村の 出身の女性は エヴ ェ ンと名乗っ てし) たが ､

も ともとは コ リヤ ー

クの 出なの だ と言 っ ていた o また ､ チ ュ クチとエ ヴ ェ ンが居住する村の 出身

の女性は , チ ュ クチ を名乗る ユ カギ
ー

ルの 母親とウク ライナ人 の父親を持ち ､ 自分はユ カギ -

ル

を名乗っ て い た o 彼女の兄弟はチ ュ クチ とエ ヴ ェ ンを名乗フて い るそ うだo こ の ように複雑な状

況では , 自分が何者かを特定する の埠困難 である o 大学でチ ュ クチ静を教えてい る教師もエ ヴェ

ンの 人で あっ た｡ チ ュ クチ帯を話すエ ヴェ ン, ユカギ -

ル憩 を話すチュ クチ ､
エ ヴェ ン欝を許す

3
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コ リヤ
ー

ク - ･

そ して彼らは皆ロ シ ア語で箭す o 北方発住民族の 血を引く女性はロシ ア人やウ

クライナ人 ( ベ ラル ー シ人 もいた) の 男性と聴婚するケ ー ス が多いようで ､ 母親は自分の 民族語

を話すがその子供は確実に話せなくな っ て い る｡ 当 の北方先住民族出身者もこうした状況に危機

感を感じて い るようで ､
1 9 9 6 年末にマ ガダン市内で行われたチ ュ クチ とエヴ ェ ンが中心とな っ

た北方民族の パ ー

テ ィ で ､
エ ヴェ ンや チ ュ クチの代表者がそれぞれ ｢ 自分たちの文化 ･ 言語 を伝

えてい こうで はな いか o 昔話を語れる人がいた ら私たちが集めて記録するの で教えてほ しい o +

と出席者に呼びか けてb l た のが印象的であるQ

両親がロ シ ア語で話し､ 学校でも店で も新聞もラジオもテ レビもロ シア語なら, 子供がロ シ ア

語 しか箭せなくなる のは当然である｡ 学校教育に関して言えば､ 1 9 8 7 年二にはチ ュ コ トカにある

8 3 の学校のうち 27 校で チ ュ クチ語,
3 校で エスキモ ー 蕎 , 2 校で エヴ ェ ン語の授業が行われ

てい たとの ことであるが､ これは 1 年生か ら 3 年生までが正規の コ ー

ス として , 4 年生から 7 年

生問ではサ ー

クルで , 最後の 2 年間は選択科目であっ た
8

｡ また､ 1 9 8 7 年にほ 4 ,2 5 3 人 の北方

先住民族の子供の うち自分の 民族語 を勉強してい たの は 2 ,6 8 5 人 であ っ た ｡ 1 9 8 0 年にはその数

は 3■,2 8 1 人 ､
1 9 8 5 年には 2 , 4 7 9 人であ っ た とい うか ら､ 自分の 民族語 を勉強する生徒数は減

少の傾向にあると言っ てよい だろう
7
｡

チ エ クチ語教育の歴史をかんたんにまとめる と次の ようである8 o

1 9 3 1 年 最初 の チ ュ クチ南 アル フ ァ ベ ッ トが作成され 幕藩

され る.

1 9 3 2 年 最初 のチ ュ クチ 帝初頭読本が作成される｡ チ ュ クチ

帯 正春法 の帝人｡

1 9 3 3 年 新 聞 < c o B e T C X a J q y E O T E a > にチ ュ クチ葡 の ペ
ー ジ

が尊入され る｡

1 9 3 6 年 チ ュ クチ南アル フ ァ ベ ッ トがロ シア 文字 に番き換え

られ る｡

1 9 3 7 年

から

19 4 7 年

19 6 0

年代から

チ ュ クチ蘇 の教科書や文学がロ シア 文字で出版され

るよう にな る｡

北方民族の学校に準備学年が革入される｡ 0 , 1 , 2

年生 の教育はチ エ クチ 蘇で 行われた｡ 3 , 4 年生 の

教育はロ シア 蘇で 行われ､ チ ュ クチ宙は個別 の特別

な科目 として教えられた｡

チ ュ コ トカで の母帯学習 へ の注目が弱まっ たため､

チ ュ クチ蘭はいくつかの学校で科目として教えられ

るだけになり､ チ エ クチ番 の教科事の出版も減少し

た｡

チ ュ クチ番正春法の導入 により, 子供 ･ 成人 の

教育が進む : チ エ クチ帝で の読み蕃きを習得

し
､ それ により ロ シア帝の読み書き能力も促進

され るo 学校で のチ エ クチ脊教育のプロ グラ

ム , 教授法の参考蕃､ 教科辛が作成される ｡ チ

ュ クチ帝で の教育は 1 年生と2 年 生に対して

行われ一 3 年生と4 年生の教育法段階的にロ シ

ア蘇 に移行して い っ た｡

子供たちは母蘇を忘れ, 両親と の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンが困難 にな っ たため ､ 深刻な不安をもた

らした｡

6
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1 9 6 7 /6 8 年 す べ て の学校で チ ュ クチ 額･ 一 口 シ ア 番 の 2 官爵教育

から になる Q

1 9 8 7 年 学校教育はす ぺ て ロ シ ア 番で 行われ るo チ エ クチ帝

は 0 -

J 3 年生 の クラ ス で 教えられ､ 4
- 8 年 生 の ク

ラス で は選択科目 として教えられて い る｡

現在､
マ ガダン州の学校における民族語教育は義務的ではなく希望者だ 桝こ補足的に行われて

い て ､ エ ス キモ ー 語 はチ ェ コ トカ半島北東部 ､ チ エ クチ語はチ エ クチ自治管区全域 ,
エ ヴェ ン語

はセ ヴェ ロ ･ エ ヴ ェ ン地区の学校で教えられてい る
9

o ェ ヴ ェ ン帯 とエ ス キモ
ー 常には教育方法

論の教科書が 出版されて u る Q これらの民族語の 教育方法論は アナディ ル市のカ レッ ジ､ マ ガダ

ン国 際教育大学
1 0
､
ぺ テルブルク のゲル ツ エ ン教育大学で講義が開設されて い る o また ロ シア連

邦文部省の資料による と, 1 9 9 7 / 9 8 年度現在 ､ チ エ クチ語がチ ュ クチ自治管区の 3 7 校で ､ エ

ヴ ェ ン語がマ ガダン州の 1 校で , エ スキモ - 語がチ エ クチ自治管区の 2 校で科目として教えられ

て いて , チ ュ クチ語は 2 ,5 3 8 人､ エ ヴ ェ ン語は 3 8 人､
エスキモ ー 帯は 1 3 6 人 の 生徒が授業を

受けてい るが ､ 民族欝による授業はもはや行われてい ない Q
L

こう した状況につ いて , B p y 6Jle B C E d ( 1 9 9 1) は北方諸民族の民族言語生活の 問題を指摘 し､

民族言語 をコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの 手段にするため , 次のような解決策を提案してむ) る
1 l
o

1 . 民族言語の言語学的研究 を行い ､ それを向上 させる ｡

2 . それに基づく文筆活動､ 文学､ 評論ス タイル を向上 させ る｡

3 . 北方諸言語学習の ため の, 新しい内容の 教科書, 会話書, 辞書を作成する o

4 / 先住民の 母藷教育向上 のたあ, 教員養成を強化する｡

5 .

^
全ての民族が自民族轟へ麺行 し､ 自民族蕎を自民族内で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの 唯 一 の手

段に転化さ
l
せる
,
a

6 . 全て の民族が民琴間コ ミ ュ ニ ケ
- シ ョ ンの言寮を習得し, 真の 2 言語使用を確立する ｡

7 . 各北方民族語を民族文化の強力な手段に転化させ ､ 言語 と文化を
一

体化して+ 民族の アイ

デンテ ィテ ィ
ー

を発展きせる ｡

しか しながらロ シア連邦マ ガダ ン州にお ける 先住民族言語の 現状は依然とrL ,. て厳しくか
つ 複

雑な様相を呈 しており, 問題の解決は困難であると予想される ｡

9
マ ガダン国際教育大学エヴ土 ン宙 ･ エ ヴ ェ ン宙教育方法論削市Jl . C . H y T a 触 w H a 氏敦 ( 19 9 7 . 0 5 . 2 6 ) o

1 0
1 9 9 7 / 9 8 年度から北国際大学 と いう名称 に変更されて い る｡
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